
四
、
毛
筆
を
め
ぐ
る
生
活
 
 

H
熊
野
筆
の
由
来
と
毛
筆
功
労
者
 
 

全
国
の
生
産
額
の
九
割
を
数
え
る
熊
野
筆
は
、
ま
さ
に
毛
筆
業
界
の
偉
観
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
姉
も
妹
も
筆
造
 
 

る
」
熊
野
は
ま
こ
と
に
筆
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
町
で
あ
り
、
副
業
を
含
め
て
全
戸
数
の
約
八
割
は
毛
筆
業
に
従
事
し
て
い
る
。
 
 

そ
し
て
他
町
村
か
ら
新
し
く
来
る
人
も
き
ま
つ
て
筆
作
り
を
習
い
始
め
る
。
 
 
 

毛
筆
の
原
料
の
主
な
も
の
は
獣
 
 

毛
と
竹
で
あ
る
が
、
そ
の
ど
ち
ら
 
 

も
熊
野
町
に
ほ
な
い
。
ま
た
四
面
 
 

ほ
山
で
あ
り
、
一
歩
熊
野
町
か
ら
 
 

外
に
出
よ
う
と
す
れ
ば
直
に
四
粁
 
 

に
近
い
峠
道
が
わ
れ
わ
れ
を
待
ち
 
 

受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
町
に
毛
 
 

筆
業
が
発
達
し
た
の
で
あ
る
。
そ
 
 

し
て
隣
接
町
村
に
ほ
そ
の
面
影
さ
 
 

偉
業
を
成
し
遂
げ
て
き
た
祖
先
の
労
苦
を
思
い
や
る
の
で
あ
る
。
げ
に
沙
漠
の
中
に
も
文
化
の
花
ほ
閃
く
の
で
あ
り
、
地
理
的
 
 

条
件
ほ
人
間
生
活
に
決
定
的
な
も
の
で
ほ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

芸
薄
遇
誌
の
熊
野
村
の
項
に
「
居
民
農
余
行
貰
の
者
あ
り
」
と
あ
る
が
、
恵
ま
れ
な
い
農
民
の
喘
ぎ
は
当
時
も
現
代
と
異
る
 
 

も
の
で
ほ
な
く
、
当
然
副
業
に
そ
の
活
路
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
出
稼
ぎ
で
あ
る
。
農
閑
期
を
利
用
し
、
ま
た
 
 

ほ
自
家
労
働
力
に
余
裕
の
あ
る
農
家
の
子
弟
達
ほ
、
大
和
の
国
吉
野
地
方
に
行
つ
て
、
高
野
山
等
の
登
山
者
の
強
力
や
紀
州
熊
 
 
 

熊野毛筆元祖頚徳之碑  
桐山神社境内にあり箕の都熊野のシンボ  
ルで、祖先の偉業が現在の熊野町にさな  
がら生かされていることを知る。  

え
も
見
る
こ
と
が
で
 
 

き
な
い
ひ
 
そ
れ
な
ら
 
 

ば
、
な
ぜ
原
料
も
な
 
 

い
山
間
僻
地
に
特
殊
 
 

産
業
で
あ
る
毛
筆
が
 
 

造
り
始
め
ら
れ
た
の
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
 
 

わ
れ
ほ
こ
1
に
地
理
 
 

的
条
件
を
克
服
し
て
 
 



も
そ
う
で
あ
り
、
そ
し
て
大
正
三
年
頃
設
立
せ
ら
れ
た
毛
筆
奨
励
会
（
会
長
伊
藤
明
三
外
四
十
四
名
）
や
工
親
会
（
会
長
横
山
 
 

万
次
部
外
六
十
名
）
も
同
じ
目
的
を
も
つ
た
実
践
団
体
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
従
来
の
毛
筆
業
が
や
1
も
す
れ
ば
個
 
 

人
的
、
散
浸
的
で
あ
つ
た
こ
と
に
対
す
る
反
省
で
あ
り
、
集
団
の
効
果
と
そ
の
必
要
を
人
々
が
汲
み
と
つ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
 
 

い
。
そ
れ
ほ
郷
土
産
業
と
し
て
の
自
覚
で
あ
り
、
近
代
化
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
毛
筆
工
業
自
身
の
必
然
の
要
請
で
あ
つ
た
 
 

こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
熊
野
商
工
会
（
大
正
十
五
年
）
で
あ
り
、
熊
野
毛
筆
業
ほ
町
を
単
位
と
し
て
一
つ
の
近
代
的
自
覚
 
 
 

が
例
外
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
努
力
を
払
つ
た
人
々
ほ
数
多
く
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
文
献
に
残
さ
れ
た
 
 

前
記
片
川
仁
一
郎
も
そ
の
一
人
で
あ
る
し
、
安
芸
郡
斯
民
会
長
か
ら
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
た
七
筆
会
 
 

町
の
毛
筆
業
も
年
々
隆
盛
の
域
を
た
ど
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
東
京
、
大
阪
、
京
都
、
奈
良
等
の
製
筆
工
業
地
は
諸
種
の
 
 

新
興
工
業
の
発
達
に
反
し
て
、
大
規
模
な
発
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
ほ
種
々
の
原
因
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
 
 

山
間
僻
地
の
本
町
の
人
々
が
、
毛
筆
に
精
魂
を
傾
け
て
、
そ
の
隆
昌
を
招
い
た
こ
と
が
圧
迫
に
な
つ
た
こ
と
も
一
つ
数
え
ら
れ
 
 

等
著
し
く
向
上
し
、
就
学
状
況
も
目
に
見
え
て
よ
く
な
つ
た
 
 

る
だ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
中
に
も
悩
み
ほ
あ
つ
た
。
そ
れ
ほ
前
に
述
べ
た
優
良
品
の
生
産
の
問
題
 
 

ほ
年
を
追
う
て
増
加
し
て
き
た
が
、
品
質
向
上
の
念
願
は
如
何
な
る
業
種
で
も
永
久
に
止
 
 明

治
中
警
で
挙
七
十
五
才
 
 

日
日
‥
絹
頼
…
守
 
 

会
に
毛
筆
を
出
品
し
好
評
を
博
し
て
い
る
 
 

熊
野
繁
栄
展
の
為
の
一
つ
の
契
機
に
な
つ
た
に
違
い
な
い
。
同
じ
く
四
十
四
年
四
月
に
ほ
東
京
に
於
け
る
日
本
文
異
教
育
博
覧
 
 
 

野
川
の
木
材
運
搬
、
木
挽
等
の
稼
業
に
出
か
け
た
。
そ
し
て
帰
途
奈
良
地
方
に
産
す
る
筆
墨
を
仕
入
れ
、
諸
国
に
行
商
す
る
の
 
 

が
例
で
あ
つ
た
。
こ
1
に
毛
筆
と
熊
野
町
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

か
主
基
盤
の
上
に
、
た
ま
た
ま
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
頃
当
地
の
住
人
井
上
治
平
（
井
上
弥
助
）
ほ
十
八
才
に
し
て
 
広
島
の
研
屋
町
た
在
住
し
て
い
た
撃
土
浅
野
家
の
初
用
筆
司
富
清
蔵
に
つ
い
て
製
筆
の
法
を
習
得
し
、
帰
村
の
後
村
民
警
 
 

碑
文
に
見
え
る
佐
々
木
為
次
ほ
隠
れ
た
先
覚
者
で
あ
つ
た
。
 
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
先
覚
者
や
そ
れ
を
巡
る
村
人
の
歩
み
が
平
坦
な
道
で
あ
つ
た
㌃
考
え
ら
れ
な
い
C
暦
ノ
た
れ
は
製
 
 

造
技
術
の
問
題
と
販
路
の
問
題
が
同
時
に
お
1
い
か
ぶ
さ
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ひ
ら
た
く
言
え
濠
、
で
き
上
つ
た
製
品
は
 
 

、
 
 

売
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
方
面
の
努
力
も
毛
筆
に
携
わ
る
人
々
の
す
ぺ
て
が
経
 
 

同
じ
よ
う
に
毛
筆
元
祖
の
碑
 
 

れ
を
伝
え
た
。
ま
た
同
じ
頃
当
地
の
人
音
丸
首
太
（
音
丸
常
太
郎
）
は
摂
津
の
国
有
馬
よ
り
同
じ
く
製
筆
法
 
 

そ
の
技
術
を
村
民
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
・
き
た
熊
野
筆
の
元
祖
で
あ
る
 
 

期
に
か
け
て
片
川
仁
一
郎
も
製
作
技
術
の
改
良
と
販
売
に
尽
く
し
 
 

嘉
永
以
後
、
才
兵
衛
（
孫
井
田
正
次
郎
）
ら
ほ
行
商
に
努
力
し
、
販
路
を
 
 

六 年   

′ア 十    …f；…   年  日 四 十 万 二本・  ・妻ら…   本 数       代  万  空 ≡  千  宇 十   価  円  円 円  l  入 十 名  十 名  磯 ：亡  

明
治
三
十
三
年
小
学
校
令
改
正
、
義
務
教
育
は
四
ケ
年
と
な
 
 
 

ま
た
毛
筆
業
の
発
展
の
為
に
大
切
な
要
素
で
あ
る
書
道
教
育
の
充
実
ほ
、
 
 

熊
野
を
訪
れ
 
 

初
期
の
生
産
状
況
 
 

る
人
は
榊
山
神
 
 内
の
毛
筆
元
祖
の
碑
に
二
人
の
先
覚
に
思
い
を
馳
せ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
場
所
を
か
え
て
 
 
 

建
て
ら
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
て
、
思
わ
ず
目
を
見
は
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
 

毛
筆
業
ほ
こ
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
将
来
 
 

を
約
束
さ
れ
た
の
ほ
明
治
五
年
の
学
制
発
布
で
あ
る
。
事
実
維
新
前
の
毛
筆
 
 

業
は
熊
野
筆
の
基
礎
で
は
あ
つ
て
も
そ
の
実
績
ほ
表
に
示
す
よ
う
に
高
い
も
 
 

平  
助  
が  
自  
作  
の  
毛  
筆  
を  
出  

の
で
ほ
な
か
つ
た
。
 
 
 

く
だ
つ
て
明
治
十
年
、
 
 

が
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
の
教
育
は
、
制
度
、
施
設
の
整
備
 
 

こ
れ
に
伴
つ
て
・
．
毛
筆
の
需
要
も
急
激
に
増
加
し
、
本
 
 

開
拓
し
て
き
 
 

初
期
の
毛
筆
業
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
て
い
た
。
 
 

晶 東  
し 京  

：   

其 れ   
し た  

ま
る
 
 

験
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
中
で
も
 
 

（
註
4
）
ノ
 
ま
た
明
治
の
初
期
か
ら
中
 
 

／  
も
の
で
は
な
く
、
独
り
毛
筆
業
 
 

内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
西
尾
 
 

て  
で
あ
る
。
熊
野
筆
の
壷
産
 
 

い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
ほ
 
 

帰
郷
し
、
 
 



鮎
凋
 
 

佐
々
木
為
汝
廃
生
ハ
文
政
五
年
九
月
四
日
蜃
卑
賎
之
菟
事
佐
々
木
家
二
生
ル
天
 
 

保
五
年
±
ニ
才
有
馬
二
行
キ
毛
筆
製
造
之
綾
ヲ
習
得
同
九
年
十
七
才
ニ
シ
テ
本
村
 
 
 

二
帰
郷
而
シ
テ
村
民
二
此
′
按
ヲ
数
へ
拡
メ
一
生
ヲ
終
ル
時
明
治
十
七
年
一
月
行
 
 

毎
㌍
年
八
月
十
五
日
発
行
広
島
朝
白
餅
蘭
 
 
 

乙
九
常
太
郎
 
 

井
 
上
 
弼
 
肋
 
 

木
郡
鰻
野
村
に
放
け
る
撃
墜
事
業
ほ
隣
村
矢
野
村
に
於
け
る
製
塩
事
渠
と
相
僕
 
 

つ
て
、
実
に
本
郡
及
本
県
下
に
於
け
る
資
源
の
権
威
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
蓋
し
 
 

之
が
起
源
は
、
今
を
去
る
五
十
六
七
年
前
の
軍
に
属
す
。
而
し
て
今
其
の
元
祖
を
 
 

辱
ぬ
る
に
、
乙
丸
骨
太
郎
、
井
上
瑚
勘
の
雨
氏
に
厚
く
も
の
ゝ
如
し
。
 
 
 

抑
創
業
の
当
初
は
、
技
未
だ
黙
せ
ず
努
亦
摂
ほ
ざ
り
し
に
、
鋭
意
授
を
磨
き
、
 
 

熱
誠
渠
を
励
み
、
人
を
導
き
世
を
替
め
、
孜
々
と
し
で
成
功
を
期
す
。
苦
辛
察
す
 
 

る
に
余
あ
る
も
の
に
あ
り
て
存
す
。
 
 
 

故
に
し
て
明
治
十
年
、
初
め
て
内
国
博
覧
会
を
開
催
せ
ら
る
ゝ
や
、
此
の
穐
西
 
 

岸
平
な
る
も
の
、
日
興
の
毛
蟹
を
出
品
し
、
正
に
入
賞
者
の
一
員
に
列
せ
ら
る
。
 
 

乃
ち
大
に
努
を
得
、
爾
来
発
奮
砥
招
、
菜
大
に
摂
ふ
。
穿
既
に
此
の
如
し
。
乃
ち
 
 

今
は
其
の
製
造
戸
数
八
百
余
、
従
業
者
一
千
五
日
余
人
。
」
ケ
年
の
産
額
約
二
千
 
 

盲
余
万
対
、
価
格
約
≡
十
万
円
を
上
下
せ
り
と
云
ふ
。
爾
氏
の
余
沢
亦
威
な
る
か
 
 

な
。
 
 
 

巻
き
し
る
す
 
婆
の
い
の
ち
毛
 
つ
き
ぬ
と
も
 
つ
き
ぬ
は
君
が
 
い
さ
を
 
 

な
り
け
り
 
 
 

を
待
つ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
熊
野
商
工
会
が
熊
野
撃
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
ほ
、
熊
野
に
生
れ
た
人
ほ
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
昭
和
以
 
 

後
の
熊
野
筆
の
歴
史
は
、
実
は
こ
の
商
工
会
の
席
史
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
ゝ
で
附
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
ほ
、
 
 

昭
和
十
年
熊
野
筆
振
興
の
実
践
機
関
と
し
て
熊
野
商
業
組
合
が
誕
生
し
、
こ
れ
が
現
在
の
毛
筆
事
業
協
同
組
合
に
接
続
し
て
い
 
 

る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
商
工
会
と
こ
の
毛
筆
組
合
が
表
裏
一
体
と
な
り
熊
野
町
の
、
そ
し
て
熊
野
筆
の
発
展
に
不
断
の
努
力
 
 

を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

商
工
会
や
毛
筆
組
合
の
歴
史
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
が
、
そ
の
間
の
事
情
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
 
 

一
、
熊
野
筆
の
地
位
が
単
な
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
地
位
に
と
ゞ
ま
ら
ず
、
仕
入
、
販
売
に
於
て
自
主
的
行
動
を
と
る
よ
う
に
 
 
 

な
つ
た
こ
と
 
 

一
、
戦
中
戦
後
を
通
じ
て
立
場
は
違
う
が
、
困
難
な
中
に
熊
野
筆
が
文
化
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
こ
と
を
身
を
以
て
体
 
 
 

験
し
た
こ
と
 
 

一
、
特
に
昭
和
二
十
二
年
の
学
制
改
革
に
伴
う
小
学
校
に
於
け
る
毛
筆
習
字
の
廃
止
は
、
毛
筆
業
の
将
来
が
新
時
代
に
即
し
て
 
 
 

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
深
刻
に
考
え
さ
せ
、
日
本
独
白
の
文
化
建
設
の
為
、
熊
野
撃
は
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
と
い
 
 
 

う
信
念
に
達
し
た
こ
と
 
 

等
で
あ
る
。
細
部
の
事
情
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
筆
ほ
以
上
の
よ
う
に
毛
筆
元
祖
と
言
わ
れ
る
特
定
の
人
に
よ
つ
て
始
め
ら
れ
発
展
し
て
き
た
と
考
え
る
が
、
実
は
そ
れ
 
 

を
と
り
ま
く
熊
野
の
人
々
の
蔭
の
努
力
が
あ
り
、
能
寿
筆
の
由
来
は
熊
野
町
民
の
歴
史
を
語
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
ほ
 
 

計
ら
な
い
。
た
ゞ
し
、
わ
れ
わ
れ
ほ
毛
筆
元
祖
と
い
1
、
功
労
者
と
称
せ
ら
れ
る
人
々
に
、
感
謝
こ
そ
し
て
も
決
し
て
わ
れ
わ
 
 

れ
の
地
歩
に
ひ
き
下
げ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
謙
虚
な
気
持
は
持
つ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
 
 

熊
野
毛
筆
冗
祖
頭
徳
之
碑
文
（
昭
和
二
十
二
年
八
月
之
書
 
 

家
芸
熱
風
教
託
（
大
正
四
年
発
行
）
 
 
 

実
業
功
労
者
 
 

文
爾
氏
を
徳
と
せ
ぎ
る
も
の
ぞ
 
 

昭
和
大
牢
一
月
建
立
、
宅
輩
の
祖
佐
々
未
為
次
先
生
碑
（
城
之
堀
区
）
 
 

本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
関
野
廷
の
海
況
及
沿
革
に
よ
る
と
、
天
保
年
間
に
天
浬
無
 
 

宿
の
一
介
人
が
本
村
を
訪
れ
て
毛
筋
塑
造
を
始
め
、
数
年
後
村
人
ほ
こ
れ
を
習
っ
 
 

て
き
た
が
、
十
数
名
は
摂
津
の
国
有
民
に
赴
き
、
技
術
を
習
得
し
て
帰
り
、
製
造
 
 

販
売
に
従
事
L
た
が
思
い
に
任
せ
な
か
つ
た
と
あ
る
。
た
ゞ
し
具
体
的
事
実
に
つ
 
 

い
て
は
、
詳
細
な
る
検
討
の
城
に
は
遷
し
て
い
な
い
。
（
文
章
は
少
し
く
誇
張
的
 
 

で
あ
る
。
）
 
 

胤
W
ソ
票
、
才
兵
衛
は
安
政
≡
牢
死
、
貢
同
紙
に
は
天
保
九
年
、
広
島
彗
 
 

野
崎
左
衛
門
は
彼
の
創
業
を
援
助
し
た
と
あ
る
が
、
今
は
考
え
な
い
。
当
時
の
販
 
 

路
は
隣
国
や
四
国
、
九
州
で
あ
つ
た
。
 
 

片
川
仁
一
部
署
ノ
製
鮮
ご
一
心
ヲ
襲
ク
サ
レ
シ
功
労
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ジ
ト
シ
 
 

有
志
者
相
謀
り
君
ガ
功
折
ヲ
石
二
刻
シ
後
世
二
伝
へ
以
テ
同
業
者
奨
励
ト
ナ
サ
ン
 
 

ト
欲
シ
文
ヲ
予
二
嘱
ス
予
君
ヲ
知
レ
ザ
且
君
ガ
功
置
尤
モ
我
ガ
県
下
二
見
ル
べ
キ
 
 

モ
ノ
ア
り
故
二
辟
ス
ル
コ
ト
熊
ハ
ズ
其
棟
梁
ヲ
述
べ
ソ
ト
ス
 
 
 

父
兼
助
君
ハ
明
治
初
年
ヨ
リ
迎
埜
堅
邦
ノ
梁
二
従
ヒ
各
地
方
二
奔
定
シ
需
惑
′
 
 

如
何
ヲ
実
検
シ
十
一
年
某
日
鹿
児
島
市
二
開
店
七
旦
溌
幼
君
五
男
一
女
ヲ
有
ス
君
 
 

ハ
長
男
ナ
リ
次
二
爾
一
発
松
明
三
盛
夫
一
家
和
親
春
J
如
ク
■
；
テ
営
業
二
従
7
 
 

熊
野
村
′
型
警
一
於
ケ
ル
ハ
只
数
ノ
大
ナ
ル
ヲ
以
テ
写
一
知
ヲ
レ
其
ノ
倭
管
讐
 
 

至
ワ
テ
ハ
莱
ヨ
リ
得
意
ト
ス
ル
併
ニ
ア
ラ
ス
特
二
優
晶
ヲ
拠
出
ス
ル
コ
・
ト
ア
ル
モ
 
 

熊
野
′
名
二
対
空
丁
軽
視
セ
ラ
ル
ル
憾
ナ
キ
龍
ハ
ス
君
之
ヲ
慨
燥
シ
日
ラ
東
二
奔
 
 

酉
二
乗
視
察
ヲ
遂
ヂ
製
作
上
大
二
改
良
進
歩
ヲ
期
シ
且
ッ
部
下
ヲ
督
励
シ
鋭
意
轟
 
 

二
当
り
其
ノ
成
前
期
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
ワ
今
ヤ
出
所
ヲ
間
ハ
ス
至
ル
所
歓
迎
セ
ラ
ル
 
 

此
発
達
ヲ
見
シ
モ
′
即
チ
君
ガ
多
年
苦
心
′
賜
一
言
ハ
ゲ
ル
ヲ
得
ズ
鹿
児
島
ニ
ア
 
 

リ
テ
ハ
獅
一
君
其
ノ
他
ノ
令
弟
協
力
シ
テ
兼
幼
君
ヲ
助
ケ
其
J
勉
強
卜
欝
契
ト
ハ
 
 

ロ
二
月
二
繁
栄
ノ
基
ト
ナ
y
本
県
下
ハ
勿
論
九
州
各
方
面
二
倍
屑
ヲ
得
名
声
ヲ
博
 
 

セ
リ
慧
シ
亦
君
ガ
功
労
与
テ
カ
ア
リ
ト
冒
ベ
シ
有
志
家
君
ガ
功
琴
l
療
ジ
此
′
葵
 
 

明
治
画
十
二
年
建
立
の
碑
（
奥
地
区
）
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釘
u
肘
 
 

鹿
児
島
 
小
松
文
雄
撰
 
 

挙
二
出
タ
ル
竺
蓋
二
偶
戻
ナ
ラ
ン
ヤ
 
 

（
凰
ソ
莞
年
間
と
明
治
元
年
の
も
の
笑
正
六
年
八
月
十
五
目
発
行
の
広
島
朝
 
 

日
新
開
所
誠
、
明
治
十
大
年
の
表
は
安
芸
部
下
戸
長
連
名
の
県
令
千
田
良
暁
宛
の
 
 

建
白
霹
（
佐
々
木
高
博
氏
撃
の
附
表
に
よ
る
、
出
所
が
呉
る
為
雨
着
を
同
列
に
 
 

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
発
匡
の
過
程
ほ
う
か
ゞ
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

翁
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
村
人
父
還
啓
長
於
謹
札
敦
子
弟
有
年
通
称
源
兵
衛
翁
名
 
 

道
恒
通
称
松
右
裾
門
徒
父
受
軍
法
美
大
進
年
十
六
歳
已
代
父
教
子
弟
更
師
旧
畜
±
 
 

事
象
小
野
某
所
謂
御
門
流
者
尤
発
揮
其
祀
奥
名
窯
遠
通
称
妙
手
翁
教
而
不
鰭
従
弘
 
 

化
甲
民
至
明
治
莫
空
手
六
年
如
一
日
熊
野
村
及
近
村
入
門
者
育
数
十
人
英
聖
柑
 
 

城
氏
前
没
男
五
人
女
二
人
後
更
聾
二
毒
氏
朝
温
而
雅
蕃
窄
人
人
皆
敬
愛
之
曹
凶
盛
 
 

宴
兼
官
不
謂
翁
慧
其
穏
自
有
高
於
人
者
不
独
睾
法
也
茨
門
人
和
讃
欲
建
碑
以
報
恩
 
 

束
帯
余
碑
銘
余
不
敬
辞
作
之
銘
日
 
 

笈
札
妙
手
資
性
篤
行
 
其
徳
撃
香
人
骨
愛
敬
 
 

旧
広
島
藩
儒
 
山
田
発
音
樫
 
 

発
生
諒
直
人
姓
梶
山
弼
伊
空
で
家
僅
為
熊
野
村
銅
山
八
幡
苫
社
司
祭
性
率
直
而
 
 

翠
神
最
良
恰
好
学
壱
琶
扶
巧
草
電
流
高
藤
頗
有
趣
致
遠
近
之
子
女
社
交
故
老
常
前
 
 

門
教
授
嚢
切
兼
官
見
倦
色
明
治
廿
二
年
十
一
月
廿
七
日
病
撃
単
年
七
十
有
五
有
三
 
 

男
二
女
長
男
正
美
嗣
碧
在
明
治
維
新
前
小
学
校
之
捌
兼
行
之
時
雨
苺
関
村
之
肇
票
 
 

能
事
尺
慣
録
澤
筋
目
田
無
憾
則
突
先
生
之
賜
也
今
雪
門
人
相
謀
各
日
掴
賢
建
碑
於
 
 

榊
山
勘
其
穏
揖
之
一
端
以
伝
不
朽
亦
鶉
太
之
散
票
也
 
 

従
五
位
 
黒
川
 
櫻
挟
 
西
尾
 
平
者
 
 
 

同
時
に
熊
野
村
か
ら
は
鉱
石
（
青
田
幸
≡
飢
）
買
母
箔
（
佐
々
木
 
亮
）
を
出
品
 
 

銅
山
神
社
奉
納
掲
碍
、
開
国
組
合
、
二
六
人
 
 

評
流
隼
田
笥
之
碑
（
実
地
八
幡
神
社
境
内
）
 
 

明
治
四
十
年
十
月
建
立
、
梶
山
先
塵
之
碑
（
銅
山
神
社
境
内
）
 
 
 

佐
々
木
苑
氏
記
録
の
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
（
広
島
県
琴
二
大
区
）
 
 

安
芸
邦
熊
野
村
 
七
 
簸
 
全
 
 
 

夙
に
志
を
村
民
和
徳
ノ
開
発
、
地
方
風
儀
ノ
改
章
二
注
妄
、
国
賓
縦
覧
併
ヲ
設
 
 

ケ
、
新
聞
紙
雑
記
等
ヲ
備
ヘ
テ
村
民
二
閲
覧
セ
シ
メ
、
或
ハ
時
二
講
師
ヲ
翠
ン
テ
 
 

講
演
会
ヲ
関
キ
、
文
意
ヲ
産
業
J
発
達
二
留
メ
テ
蟄
第
事
業
J
改
良
三
賞
献
ス
ル
 
 

等
、
善
行
放
ル
茶
ス
ベ
シ
。
俵
テ
本
会
々
則
第
六
条
二
依
す
、
煮
二
之
ヲ
要
撃
ン
 
 

金
吏
封
ヲ
贈
与
ス
 
 
 

明
治
由
十
五
年
≡
月
≡
十
日
 
 

広
島
県
安
芸
郁
斯
民
会
長
従
六
位
勲
王
室
 
古
田
頗
己
 
 
 

な
お
七
整
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
尺
田
循
太
郎
、
和
田
虎
舌
、
神
尾
林
右
御
門
、
 
 

エ
田
旧
七
、
域
太
穣
一
、
藤
田
徳
行
、
藤
林
一
望
ロ
の
七
人
。
 
 

弧
瀞
二
十
七
年
六
「
七
％
、
明
治
≡
十
六
年
九
≡
、
二
≡
％
 
 

な
お
、
こ
の
碑
に
刻
ん
で
あ
る
門
人
は
関
野
村
七
十
二
人
、
太
庄
村
五
人
、
 
 

安
芸
郡
風
如
褒
の
表
彰
文
 
 

広
島
県
教
育
八
十
年
記
、
全
国
の
就
学
歩
合
は
、
明
治
十
一
年
四
一
％
、
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